
㊨
松
澤
荘
総
鎮
守

熊
野
神
社
由
緒
略
記

千
葉
県
旭
市
清
和
乙
　
（
松
澤
）
　
鎮
座



鎮
座
地
　
千
葉
県
旭
市
清
和
乙
（
松
澤
）
七
百
十
五
番
地

崇
　
神
　
速
玉
之
男
命
　
伊
邪
那
美
命
　
事
解
之
男
命

神
　
紋
　
九
曜
（
月
星
）
　
　
旧
社
格
　
郷
社
　
明
治
六
年
四
月
一
日
列
格

由
緒
及
び
沿
革

平
城
天
皇
の
御
代
大
同
元
年
（
八
〇
六
年
）
神
託
あ
り
て
東
国
開
発
の
守
護
神
と
し
て
紀
国
熊
野
に
坐
す

大
神
の
御
分
霊
を
三
川
浦
（
旭
市
）
に
奉
祀
す
。
降
っ
て
、
村
上
天
皇
の
御
代
天
暦
九
乙
卯
年
（
九
五
五
年
）

再
び
神
の
お
告
げ
に
よ
り
仁
良
（
香
取
市
）
を
経
て
旧
九
月
五
日
当
所
に
奉
斎
す
。

古
来
よ
り
松
澤
桂
の
総
鎮
守
と
し
て
霊
験
著
し
く
、
殊
に
豊
年
・
大
漁
・
安
産
・
開
運
・
出
世
の
神
と

し
て
氏
子
は
元
よ
り
朝
廷
を
始
め
武
門
衆
庶
の
崇
敬
厚
く
、
且
て
治
承
四
年
源
頼
朝
の
挙
兵
に
応
じ
た
千

葉
介
常
胤
深
く
当
社
を
信
仰
し
、
出
陣
に
あ
た
り
戦
勝
を
祈
願
し
、
度
々
の
軍
功
に
よ
り
下
総
の
大
守
に

任
ぜ
ら
れ
る
や
、
破
損
せ
る
当
社
の
再
建
を
鎌
倉
幕
府
に
奏
上
す
。
頼
朝
公
当
社
の
御
神
威
の
赫
赫
た
る

を
見
て
建
久
元
年
七
月
松
澤
荘
一
円
を
神
領
と
し
て
奉
納
し
社
殿
を
造
営
す
。



次
い
で
後
鳥
羽
天
皇
の
御
代
建
久
五
年
九
月
五
日
畏
く
も
勅
使
下
り
「
正
一
位
熊
野
三
所
大
権
現
」
の

称
号
を
贈
ら
れ
、
以
来
神
官
四
十
二
名
を
置
き
祭
典
荘
厳
を
極
め
し
と
云
う
。

千
葉
氏
又
当
社
を
祈
願
所
と
し
て
数
々
の
神
宝
を
寄
進
し
、
更
に
横
領
さ
れ
し
神
領
を
奪
回
し
社
殿
を

造
営
す
。

以
来
千
葉
氏
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
奉
賽
に
因
り
神
紋
を
九
曜
と
定
む
。

降
っ
て
徳
川
氏
江
戸
に
幕
府
を
開
き
天
正
十
九
年
よ
り
安
政
二
年
に
至
る
間
、
家
康
公
を
始
め
十
代
家

治
公
ま
で
歴
代
の
将
軍
よ
り
神
領
並
び
に
宝
物
を
寄
進
せ
ら
れ
し
等
宏
壮
な
る
社
殿
と
相
ま
っ
て
東
経
屈

指
の
大
社
と
し
又
松
澤
の
権
現
様
と
し
て
世
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

明
治
六
年
郷
社
に
列
し
昭
和
五
十
二
軍
六
月
千
葉
県
神
社
庁
よ
り
規
範
神
社
に
指
定
さ
れ
た
。

尚
当
社
は
延
宝
八
年
及
び
昭
和
四
十
三
年
不
慮
の
火
災
に
よ
り
全
焼
し
現
在
の
社
殿
は
昭
和
四
十
四
年

に
そ
の
他
の
建
造
物
は
五
十
五
年
迄
に
再
建
さ
れ
農
村
公
園
を
始
め
各
種
の
工
作
物
を
整
備
し
現
在
に
至

っ
て
い
る
。



年
中
祭
典
及
び
行
事

一

月

一

日

十
四
日

二
月
三
日

十

一

日

十
七
日

三
月
二
十
一
日

四
月
上
旬

七
月
下
旬

十
月
上
旬

十
一
月
二
十
三
日

十
二
月
三
十
日

初
詣
（
三
ケ
日
）
新
年
互
礼
会

お
目
覚
祭
　
新
年
始
め
て
楽
を
奉
し
扉
を
開
き
一
年
の
安
泰
を
祈
願
す
る
。
（
当
日
は
七
日
）

（
熊
野
本
宮
大
社
に
お
い
て
は
当
日
八
腿
烏
神
事
（
宝
印
神
事
）
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
）

火
伏
鎮
火
祭
　
庭
上
に
於
て
松
明
に
燃
え
盛
る
悪
火
を
神
刀
に
よ
り
三
度
切
放
ち
鎮
火
す
る
。

夜
～
十
五
日
早
朝
　
筒
粥
の
神
事
　
香
取
市
仁
良
に
鎮
座
す
る
休
熊
野
神
社
の
手
洗
池
に
生
う

る
片
栗
の
葦
（
十
九
本
）
　
に
入
る
粥
の
多
少
に
よ
り
農
作
物
の
豊
凶
を
卜
う
。
（
現
在
休
止
中
）

節
分
祭

奉
射
祭

祈
年
祭

大
御
撰
祭
並
び
に
講
社
祭
　
県
指
定
の
神
楽
を
奉
納
す
る
。
（
戦
前
は
三
日
間
行
う
）

お
田
植
祭
　
早
苗
に
な
ぞ
ら
い
た
榎
の
小
枝
を
用
い
庭
上
に
お
い
て
行
う
。
（
市
指
定
文
化
財
）

境
外
社
　
薬
祖
大
神
の
夏
祭
（
祇
園
祭
）

大
井
戸
の
清
祓
い

例
大
祭
　
卯
年
以
外
は
鳥
居
先
ま
で
の
神
事
祭
を
行
う
。

新
嘗
祭

大
祓
祭



卯
年
毎
の
神
幸
崇
　
天
暦
九
乙
卯
年
の
御
遷
座
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
三
川
浦
へ
の
御
神
事
は
二
市
一
町
に

及
ぶ
広
汎
な
神
事
路
を
鳳
輩
を
中
心
に
宮
前
八
幡
宮
、
南
堀
之
内
の
字
賀
・
初
内
面
社
を
随
い
神
官
・
旧

縁
故
者
を
始
め
大
祭
委
員
長
以
下
役
員
公
職
者
並
び
に
輿
昇
連
と
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

大
名
行
列
・
下
座
手
踊
・
山
車
等
一
千
数
百
名
の
氏
子
崇
敬
者
が
供
奉
し
、
沿
道
信
仰
者
の
熱
烈
な
奉
迎

裡
に
各
地
に
設
け
ら
れ
た
番
所
（
昔
の
関
所
）
に
お
い
て
歌
舞
伎
の
所
作
を
摸
し
た
使
者
の
応
答
後
、
そ
れ

ぐ
の
芸
を
披
露
し
又
特
殊
神
事
を
斎
行
し
っ
つ
数
十
万
の
観
衆
が
見
守
る
中
二
二
川
浦
（
九
十
九
里
浜
）

に
お
浜
下
り
を
す
る
徹
宵
三
～
四
日
間
に
わ
た
る
豪
華
絢
爛
た
る
一
大
神
事
で
あ
る
。

熊
野
神
社
の
七
不
思
議

一
、
御
手
洗
池
の
清
泉

い
か
な
る
厳
寒
に
も
凍
ら
ず
、
早
魅
に
も
滴
れ
ず
、

い
つ
で
も
清
列
な
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
。

二
、
楠
の
寄
生
木
　
桶
の
巨
木
に
榊
が
寄
生
す
る
。

三
、
挿
木
の
松
（
祝
の
松
と
も
云
う
）
　
正
月
に
挿
し
た
門
松
　
現
在
は
二
代
目

四
、
片
栗
の
葦
　
香
取
市
仁
良
に
鎮
座
す
る
休
権
現
の
御
手
洗
池
に
生
い
て
い
る
。

五
、
女
男
石
　
酒
呑
石
又
は
縁
結
び
の
石
と
も
云
わ
れ
て
い
る
、
陰
陽
ニ
ケ
の
神
石
。

六
、
女
島

七
、
日
蛇
の
化
石



松
澤
八
景

一
、

二、三、四、五、六、七、人、

熊
野
神
社
の
曙

八
石
の
花

水
命
寺
の
晩
鐘

新
川
の
五
月
南

米
込
の
落
雁

天
神
山
の
秋
月

羽
黒
山
の
夕
映

松
澤
原
の
晩
雪

（松澤）
（長都）

（諸徳寺）

（入野）
（米込）

（
南
堀
之
内
）

（松澤）
（松澤）

其
の
他当
社
の
境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
女
男
石
は
酒
飲
石
又
は
縁
結
び
の
石
と
し
て
有
名
で
、
又
お
田
植
の

神
事
と
神
事
祭
に
お
け
る
使
者
の
所
作
並
び
に
去
る
昭
和
四
十
三
年
の
火
災
の
折
猛
火
に
包
ま
れ
乍
ら
奇

蹟
的
に
難
を
ま
ぬ
か
れ
た
大
杉
と
共
に
市
文
化
財
に
、
又
、
古
式
床
し
い
神
楽
は
県
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

社
務
所
（
連
絡
先
〇
四
七
九
－
六
人
－
三
三
八
七
）
平
成
二
十
六
年
十
二
月
印
刷


